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序

高丘 台地 は、遺跡の宝庫 で主 な ものに立 ヶ花遺跡 ・安源寺遺跡 ・

県指定 の栗林遺跡等があ ります 。安源寺 には山城 と居館跡が あ り、

山城 は安源寺集落の北東にあ り、館跡 は小 内八幡神社 の西北部 にあ

ります 。

今 回、県営畑地帯土地 改良事業 に基 く、農道拡 幅工事 に伴 い北信

地 方事務所長 と中野市長 との委託契約 に基 き、平 成2年12月 か ら平

成3年3月 にわた り調査 した ものです。

調査 は団長 は 日本考古学協会員 ・中野市文化財保護審議会々長金

井 汲次先生 にお願 し実施 いた しま した。調査では館 の堀の形態、土

塁 の敷幅 、構築土は どが判 明 し、遺物 では堀 底か ら珠洲系陶器片が

出土 しま した。館 と山城 との関係 など今後に残され た問題は 多 くあ

ります。

調査 にあたって ご協 力ご苦労 をいただいた調査団 ・作業 員 ・安源

寺 の区民 の皆様方に、心か ら感謝 とお礼 を申しあげます。

平成3年3月

中野市教育委員会教育長 嶋 田 春 三



例 言

1.こ の報告書 は、県営畑地帯総合 土地改良事業に基づ く、農道拡幅工事 に伴 い、中野市

安源寺933-1番 地外 に所在す る、安 源寺館跡の西側部分 の調査報告 書であ る。

2.発 掘調査 は、北信地方事務 所長 と中野市長 との委託 契約 に基づ き、中野市教育 委員会

が調査主体 とな り、実施 した。

3.発 掘調査 は、平成2年12月19日 ～23日 まで行 い、平成3年2月 よ り遺物及び実 測図の

整理 を行 い報告書 を作製 し、平成3年3月 末 日発刊 した。

4.発 掘 調査 の作業分担 は次の通 りで ある。

発掘 全員

測量 ・記録 湯本栄一 、池 田実 男、檀 原みち江、池田 きよ子 、藤沢高広

写真撮影 檀 原長 則、:藤沢高広

5.報 告書作製の作業分担は次 の通 りであ る。

実測図整理 秋 山恒 巳

トレー ス 山崎の り子

6.本 文執筆 檀 原長則、徳竹雅之

7.発 掘参加者 は次の通 りであ る。

小林 資成 、佐藤芳 太郎、関 増行 、神 田政博 、樋 口義政 、湯本栄一、池田き よ子

池田正 子 、檀 原み ち江

8.発 掘調査 には、地権者今井 史郎 氏の御理解 と御協 力があ り、安源寺 区の方々か らも、

多 くの御援助 を賜 った。
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安源寺館跡 と

周辺の城 ・館跡

ー

ら

ー

1.安 源 寺 館跡

2.安 源 寺 山城

3.茶 臼 峯砦跡

4.大 久 保館跡

5.立 ヶ花城跡

6.牛 出 館跡

7.草 間 館跡

8.内 堀 館跡

9.内 田館跡

第1図 安源寺館跡 と周辺の城 ・館跡



安源寺館跡の歴史と環境

(1)立 地 と環境

善光寺平(長 野盆地)の 北端 は、高社 山(1351.5m)に よって さえ ぎられている。

その南方 に広が るのは 、志賀高原 より流 出 した夜間瀬 川に よって形成 され た中野扇状地 で

あ る。その扇末 は、長丘 ・高丘丘陵(西 部丘陵)の 東麓で終 わっている。 この丘陵 は、南北

6.5kmに 及ぶ もので、最高所は、標 高355m程 で、東麓か らの比高差 は、約100mで ある。

千 曲川はこの丘陵の西方 を流れ、丘陵南端の立 ヶ花地籍 で、峡谷 に入 る。現在の地質学で

は もともとこの付近 を千曲川が流れてお り、盆地の沈降 とこ②丘陵の隆起に対 して、下刻 作

用 を続けている とされて いる。

この丘陵 の南方 は、台地状 になってお り、ゆ るい傾斜地 は、耕地化 されて集落 が発達 して

お り、山 ノ内町 ・中野市の西の交通 の要衡 として道路が整備 され、工場 の進 出 も盛 んで、近

い将 来、上信 越高速道の インター チェンジの開業 も予定 されて いる。

この高丘 台地 は、遺跡の宝庫 であって 、旧石 器時代終末の遺跡か ら始 まって、縄文前期後

葉 の立 ヶ花遺跡 、縄文中期 か ら弥生後期 ・中世 に至 る安源寺遺跡、県史跡 の弥生 中期後半の

栗林遺跡 な どが あ り、 さらにこの台地一帯の斜 面に60有 余基数 えられ る、7世 紀後半代から

始 まる須 恵窯=趾群 などが著名である。

安源寺遺跡や 、小内八幡神社 の所在す る、丘頂部か ら西北面にかけてはゆ るい傾斜地 で凹

地 とな り、西方 には台地状 の丘 の流れがあ る。 この凹地の西方の東面僅か に傾斜 した位置に

所在す るのが、安源寺館跡であ る。

現状 は東方か ら北方 ・西方 に道路がめ ぐり、館 内は りん ご ・アスパ ラなどが植栽 されてい

る。

南東部 には土塁の一部 、高 さ2m・ 基底幅4m・ 延長20mが 残 って いる。

この東北方500mの 位 置 に安 源寺 山城があ り、その 中間には八幡山安源寺跡が あ り、その

西方に宝筐 印塔や五輪塔 が残 されている。
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第2図 安源寺館跡位置図



(2)安 源寺集落の歴 史

天正10(1582)年 は、この郷 土に とっては変動の 多い年 であった。約30年 に至 った、武 田

氏の領 国支配 も、3月 、武 田家の滅亡 に よって終 りをつげ、織 田氏旗下 の森長可 によって川

中島地方 が領有 され たが、それ も束の間、6月 には 、本能寺 の変 に よって、信長が 自殺 し、

森長可 は、本 国美濃 に逃げ帰 った。

その結 果、上杉景勝が、ただちに川中島地方 に進 出し、武 田氏の進攻 によって越後 に亡命

していた村上 ・高梨氏 などは、約30年 ぶ りに郷土に還住す る ことが で きた。

それに よってミ同年8月 付の、「本領 は先忠者が いるので、残 る安源寺 周辺の2千 貫(5000

石)の 地 を高梨 頼親 に与 える」(「 上杉景勝 宛行状」高梨文書)の 文書が残 って いる。数 年

の後、 頼親は 、同族 菅小 島氏が居 た、中野小館 の城 に入 ることがで きた とされて いる。

天正11(1583)年11月7日 の上杉 景勝寄進状 には「任望之 旨、常楽寺 ・安源寺 進 置之 候(以

下略)」 とあ り、円慶寺 に寄進 されてい る。(常 楽寺文書 ・信 史16)こ れに よって中世 この

地 に安 源寺 と称す る寺が存在 した ことが判 明 した。

文禄2(1593)年9月13日 の高梨頼親安堵状 には 「庄内 立神藤八郎」は 「庄 内神主職」

の本領安堵(片 山文書1信 史17)さ れてお り、ここに神社(小 内八幡神社)が 存 在 していた。

集落名の初 出は、慶長16(1611)年10月18日 の堀直寄判物 の 「安源寺 、草間、江辺 、片塩

4ヶ 村之屋地 、来春 より新 田申付候、安 源寺村之肝煎引入、可然様可馳走候、(後 略)」 で、

廃寺後 、寺名がム ラ名 となったこ とが っかがえる。

宝永3(1706)年 の幕府領確定 までは、森 忠政領か ら始 まって 、飯 山藩領な ど、幾 多の変

遷 を経 ている。

村高 は、 「慶長打立帳」187石 、 「天保郷帳」290石 余、延宝7(1679)年 、家数69、 人数、

男169・ 女148、 馬6、 となっている。

馬市 の復興 と八幡社の再建 は、寛文5(1665)年 、松平遠 江守の時代に飯山藩 の援助で行

われ、本 殿 を再建 してい る。安永(1772～81)か らは、幕府 中野陣屋か ら紋幕 ・高張提灯が

貸与 され冥加 永100文 を納 め 「御幕の市」 と呼ばれていた。

明治初期 、同村丸 山要 左衛 門の主導に よって行われた、下水 内郡上今井村(現 豊 田村上今

井)地 籍 での、延徳低湿地 の水害 を防 ぐための、千曲川 を直流 させ る堀割工事 は、有名で あ

る。
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(3)館 跡の経過

明治17(1884)年 成立の 『長野県町村誌』 〔活字本 昭和11(1936)年 長野県町村誌刊行会〕

の安源寺村 の項 には、明治11(1878)年 、村誌草稿成 るに付御検校 を希望す 、 とあ り、 「古

宅趾」 の頃に、 「本村の西北間、字堀脇 にあ り。 回字形 をな し、四方 の残塁遺濠現存 し、最

も堅 固な り。某氏の住居せ しや 不詳。恐 ら くは高梨氏の幕下某居城せ しな らん。後 人の正考

を侯つ 。」 と記載 され、図の如 く土塁南北42間 ・東西48間 、大 手 を東面 中央北寄 りに設け、

土塁は四周完存 に描かれ、濠 もめ ぐっている。

この ように、明治初年までは土塁が完存 し、堀 も近年 まで、東面 の北寄 りの一角は水 をた

た えていたが、そこを通 る道路の拡 張工事 の時、埋め られた といわれ ている。

現存の土塁は、南面東寄 りに あ り、東西方 向に長 さ21m・ 基底幅4.5m・ 高 さ2mの 規模 で

残 ってい る。

この土塁は、腐植土 の含 まれ ない良好な粘土 で

構 築 され、中野土雛 の原料土 として採取 された と

言われ、裾部 も耕作 のため削 られてい る。この土

塁の西方約10m程 は、延長 して畑地が盛 り上が っ

てお り、近年 まで土塁が残存 していた可能性が あ

り、今 回の発掘 の結果 とも一致 している。

先に も述べ た ように、東か らの道は坂 を登 って

平 らにな り、大手 の北 で直角に まが り、北面の堀

の部 分は道路 となっている。平成2年12月 調査時

第3図 安源寺館跡 『長野県町村誌』

所載 成立明治17年(1884)

は、西面の堀 も道路 となってい るが、平行せず、南方部 の道は堀外であった。南面 ・東面は

畑で、堀 の部分 は凹地 とな ってお り、残存す る土塁の南方の、畦畔 までの凹地の幅は、8m

程 である。

従 って、東面の堀の部分 も含め た長 さは、推定84m、 北面同88m、 西面 同76m、 南面同88

m程 とみ られている。

ところで 、千 曲川 をへだて、下水 内郡豊田村 の千曲川沿いに館跡が3ヶ 所ある。

1.上 今井古屋敷(風 呂屋敷)

2.同 堀の うち(臼 井氏宅地)

3.笠 倉 割 田氏宅地

この うち2は 、上今井集落の東 、千曲川沿 いにあ り、規模 は55m×60m程 の方形 で、高 さ

約2.5m～3mの 土塁 と、幅約10mの 水堀が コの字形にめ ぐらされ、南方にはみ られ ないか、
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これは千 曲川の流路 を、防御 線 としたため とされ ている。

また、3.の 笠倉 の割 田氏の館跡 も、東方は千 曲川畔 で、西方 と北方は深い堀 がめ ぐり、 そ

れに沿 って土塁がめ ぐらされて いる100m四 方位 の館 跡であ る。

この二者の うち後者は、地勢か らみ て、築館時期が遡 古す る と思 われ、前者が新 しい と思

われる。栗岩英治氏 によれば、 「2.は天正6(1578)年 に景勝 と勝頼が和睦 し、飯山城 につ

いた下水内郡 の残 つた半分 も、勝頼の領地 に帰 したので、替佐城の必要 のな くな った時以後

であろう。」 とされ、神社 も北方に正 し く安置 し、地割 りも実施 されてい るので、戦国時代

も終 り頃の築館 と指摘 されている。

安源寺館 も、明治初年 までは、四周の土塁 が完存 していたこ とが確認 されてい る。今 回は

僅 かな調査面積ではあるが 、希 少な遺物の出土状態か らして も、あま り長期 間の存続 を裏付 け

る資料 に乏 しか った。以上か ら、豊 田村の臼井 氏宅館跡 と、接近 した存続年代 と考 え られ る。

今後 は、これ らを含めた広域の館のあ り方 を探 る とともに、 さらに安源寺館 を、高梨 氏 と

の関係 に とらわれ ることな く、多方面か らアプロー チす る必要があろ う。

第4図 安源寺館跡付近公図
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(4)安 源寺の山城

安源寺の 山城 は、安 源寺集落の北東に位置 し、比高差70mの 丘頂部 にあ る。この丘の流れ

は、北西～東南の方向 に約500mに 及んでいる。 この中心部の200mに わた って遺;構がみ られ、

本郭 は長方形(80×60m)を 呈 し、左右 に基底幅約6～8m・ 高 さ約2mの 土塁が残 り、2

の郭 は90×40m、3の 郭は120×60mほ どの規模 で、郭の間には空掘が ある。

この3郭 の周囲 を、段 郭がめ ぐり、南面 の傾 斜面 にも所々段 郭が設け られている。この主

郭部か ら一段下が った北側 の位 置に、傾斜 したままの段平地がみ られ、先 の段郭 と西方 で連

なってお り、住民 の避難所 との見方 もできる。

この城 の東麓 は、古代か らの交通の

要衝 で、 この城か らは、中野平か ら川

中島地方 まで眺望 で きる、景勝の位 置

第5図 安源寺城要図 『日本城郭大系』か ら

を占めている。

通説では、この城は防備 面の普請 が

不 完全 で、未完成の城 といわれている。

東麓 の片塩地籍 の大徳寺 の位 置 も、

高梨氏 の旗下に属す る、江部氏 の館趾

との見方があ り、大手 もこの方面に求

め られ るが、安源寺館 とはほぼ等距離

の位置 にあ り、館 と山城の関係は、確

実 には特定 できない面があ る。安源寺館 と密接 な関係が ある とすれば、この 山城 の歴史的経

過か ら、現 状の残 された遺構 は、安 土桃 山時代 を背景 とした平山城 とみ られ、山城→ 平山城

→ 平城 と変遷 す る経過 の中で、この地方 としては、数少 ない例 の うちに入 る。

未完成の城 とい えば、陣城的 な要素 もあるこ とであ り、館 と城 の関係、遺構 ともし存在す

る とすれば遺 物の関係 を更 に検証 し、史料面の欠 を補 って、築城者や その背景 を、更 に追及

す る必要 があ る。

一10一



発 掘 調 査

(1)調 査計画

高丘台地は 、夏季にな ると降雨 に恵まれず、 しば しば旱魑にみ まわれ るこ とが ある。 この

ため 、畑地帯総合 土地改良事業 として、畑地帯灌概事業が実施 され、続いて道路 の新 設 ・改

良工 事が 、北信 地方事務 所に よって実施 されている。

平成2年 度の事業で、 この安 源寺館跡の西側 の道路が5mに 拡幅改良 され ることにな り、

中野市教育委員会 は、長 野県教育委員会の指 導 を得 て、一部国庫補助事業 として発掘調査 を

実施 した。

調査面積 は限定 され たものであったが 、地権者今井 史郎氏の御好意に よって、 りん ご園の

中に直交 して トレンチ を設け ることが できたので、堀 ・土塁の構造が、具体 的に察知す るこ

とがで きた。

調査 団の編 成は、次 の とお りである。

調査団長 金井汲次(日 本考古学協会員)

〃 主任 檀原長則(〃)

調 査 員 池田実男'(長 野県考古学学会員)

藤沢高広(〃)

事 務 局 小野沢捷:(社 会教育課課長)

池田 剛(〃 係長)

徳竹雅之(〃 学芸員)

(2)調 査経過

12月19日(水)

バ ックフ ォー搬入。雨天のため作業中止。

12月20日(木)

平板に よ り地形測量 を行 う。調査 区の設定 を行 い、南側(第1ト レンチ)よ り掘 り下げ

を開始す る。
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堀の規模、埋没土上に土塁の構築

土などを確認する。

12月21日(金)

館南方 よ りく第1ト レンチ を道路

と平行 に、バ ックフォー で遺構面上

まで掘 り下 げる。 第2ト レンチ道路

と直交 、第3ト レンチ平行 、第5ト

レンチ まで掘 り下 げる。

堀 は、西側南方 で、やや道路敷分

よ り東にず れているこ とが判明。堀

の埋土 は、淡黒褐色土 で、地 山 とは

明瞭に識別可能 で、上に 旧地 山土の

黄色土(土 塁 構築土)が み られ る所

があった。

第2ト レンチ表面か ら一180cm下 に

珠洲系陶器片 出土、第4ト レンチー

220cmで 珠洲系陶器片出土。

写真撮影 と断面図 ・平面図は平行

して行 い、完 了次第埋 め戻 し作業 を

行 った。

12月22日(土)

第5ト レンチ、測図 ・埋め戻 し。

第6・ 第7ト レンチ掘 り下 げ、写真 ・

測図 ・埋 め戻 し完了。

第6ト レンチ、上層 、黄色土、堀

底青色粘 土層(グ ライ層)。土塁敷底

上 ・黒褐土、下 ・地 山黄色土。

第7ト レンチ、堀側鉄 分沈着層 が

あ った。但 し堀底部分 は、道路分 に

あ り、調査不可能であった。
第6図 図体全査調跡占目

↑
ま居寺源安
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12月23日(日)

発掘現場 の現状復 旧 を行 った後 、発掘機材 の搬 出 を行 う。バ ックフォー の搬 出・

(3)遺 構

今 回の調査 は、限 られ た調査面積 の

ため、土塁の敷幅 の確認 と堀の構造 ・

規模 を断面調 査に よ り、確認す るこ と

にあった。

。第1ト レンチ(7図)

道路 に平行 して、長 さ3.5m・ 幅1

mの 面積 を調査 した。深 さ1.3mま で

掘 り下げたが、堀底部 までは達 しな

か った。
くい

表土 よ り20cm下 に、1m離 れて杭

跡状 の部分が あったが、地層 よ り見

て、新 しい遺構 と思 われ る。6層 序

に識別 したが、堀 の埋没土は粒子が

細か く、礫 の混入はなか った。

・第2ト レンチ(8図)

道路 と直交 に、幅65～60cm・ 長 さ

9.5m程 調査 した。

土塁敷部分 は、深 さ45cmで 黄色地

山土に達 し、堀 の部分は、深 さ2.3で

底部に達 した。堀 の西側部分は、道

路 のため形状がわか らないが、底は

V字 状 にな らずU字 状 を呈 し、傾斜

面はおおむ ね45度 であ った。遺物は

一180cmの 所か ら、珠洲系陶器 片が 出

土 した。底部近 くは木炭混入の黄灰
第7図 第1ト レンチ断面図
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第8図 第2ト レンチ断面図 第9図 第4ト レンチ 断面図
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第11図 第7ト レンチ 断面図

第10図

F　 、

第6ト レンチ断面図
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第12図 第5ト レ ンチ断面図

褐色土 で、直上 では黒褐 色であった。

・第3ト レンチ

第1ト レンチ とほぼ同様で、説明は略す。

・第4ト レンチ(9図)

道路 に直交 して、幅0.7m・ 長 さ10mを 掘 り下げた。堀 の現状は、第2ト レンチ と同 じで

深 さ2.3mで あった。第7層 の黒灰色土(一1.6m)に は、円礫径10cmの ものが数個含 まれ

ていた。 また、一220cmの 位 置か ら珠洲系陶器片が出土 した。土塁敷 の第3層 は濃茶褐 色土

で、土塁 構築 の下層の東側 で切 断 していた。 これに

は黄褐色が のっていた。 これは元の土塁構築 土であ

って、削平 され た ものであ る。上 には第1層 の耕作

土が のっていた。 この規模か ら推 して 、土塁敷幅 は

約6mで あった と推定 され る。

・第5ト レンチ(12図)

道路 と直交に、幅0.6m・ 長 さ5m掘 り下 げた。掘

の形状は 、前の調査地 点 と同 じ45度 の傾斜 で、U字 第13図 珠洲系陶器拓影図
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形 を呈 して いた。深 さはやは り2.3m位 であった。

堀 の上層 第2層 、黄色 と褐 色の混合土層 は土塁削平土であって、堀の埋没がほ とん ど終

了す る時点 で、土塁の削平があったこ とを示 してい る。第9層 黒褐色土は堀底部上 で、 こ

こには径5cmの 安 山岩の角礫2個 が含 まれ ていた。

。第6ト レンチ(10図)

西北の角近 くの位置で、幅0.7m・ 長 さ9m程 調査 した。

堀 の形状 は前者 と同 じで、深 さは2.05mで 前者 よ り僅かに浅か ったが 、これ は地勢に影

響 をうけ た と思 われ る。堀埋 没土 の7層 黒灰色土 、8層 ・9層 青灰色土 、10層 灰緑色土は

グライ層 であって、湿地であ るこ とを示 している。第7層 では、扁平 な角礫1個 ・円礫4

個が埋 って いた。

・第7ト レンチ(11図)

西北角の調査地点で、北側 の道路 と直交 した トレンチである。 内部は、第6ト レンチ と

直交 している。調査幅0.8m・ 長 さ5.5mを 掘 り下 げた。 ここは道路がすでに拡幅 されてい

たので、堀底 までの調査 はで きなか った。堀 の形状は前者 と同 じと思われ、上層 の2層 黄

褐色土 ・3層 灰黄褐 色土は、土塁削平土 と推定 され る。

(4)遺 物(13図)

昭和61((1986)年 以来、発掘調査 を続けている市 内の高梨 氏館跡 では、 どの調査地点 でも、

中世土師器(か わ らけ)が 出土す る。それに比べて本館跡 は、調査面積 の少なさ もあるが、

一 片 も出土 しなか ったのは不思議であった。堀底か ら珠洲 系陶器片が出土 しただ けであった。

1は 、胎土が 白青 色 を呈 した甕下半部 の破片で、整形時の接合痕があ る。叩き 目は水平、

或 いはや や右下 りに密 に浅 く、内面は横ナデ されてい る。

2は 、胎土が暗青灰 色 を呈 し、叩 き目は粗 で深 く、器壁は薄 い。内部 はゆる く凹凸 している

る。破片には カーブが無 く、器形の復 原は困難であ るが 、15世 紀代 の甕 の形体 にみ られるの

で、両者 とも15世 紀代 の所産 と考 え られる。

一17一



調 査 結 果

結 語

安源寺館 の発掘調査 は、農道拡幅工事 に伴 うもので、実証的学問の考 古学的調査 は初め て

の ことであ る。

調査 は短期 間であったが 、具体 的に館 の旧状 を、一部 ではあ ったが知 るこ とが で きた。 こ

の ような機会 を得 て積 み重ね ることに よって、中世末期 の地域の、具体 的な支配者 な り民衆

の姿が復 元で きる と期待 されてい る。

成果の概略 を記す と、堀 の形状はU字 形 をな し、薬研堀でな く、戦 国最盛期の きび しい様

相か らやや後退 した形態 で、堀幅約6m・ 深 さ2.5m以 下(土 塁上 か らは約5mの 深 さ)で あ

って、規模 は劣っている。

また、近世以後 、東面 の一部 を除いて埋 没が進み、土塁の構築土 の黄色土が上 層にみられ

た ことは、 『長野 県町村誌』記載図の如 く、近代初期 まで旧状 を伝 えて いた ことの証左であ

る。

埋 没の珠洲 系陶器 片は15世 紀の もので、館の存続年代 と考 え られ る年代 よ り、1世 紀古 い

様相 の ものである。 当時 この地域 で使用 され た遺物が、埋 没の進行 とともに埋 った と考 えら

れ る。

土塁 は敷 幅5m、 高 さは今 回確認で きないが 、残存の土塁 よ りみて、高 さ約2.5mが 妥当な線

と考 え られる。この構築土は、地 山層 の黄色粘 土で構成 され、 旧地表 面の黒褐色土上に築 造

されていたこ とが判 明 した。

館 の規模 は、今 回調査の西面は、土塁 ・堀 を含め て88mの 規模 で、あ と略測か ら南面は82

m、 東面82m、 北面84mと 推定 され る。

館 の虎 口(入 口)は どこに設けられていたかの問題は、地勢上か らと、r長 野県 町村誌』記

載 図か ら、東面中央 に大手であったこ とが察知 で きるが 、あ とは不明である。

これ は安源寺 山城 と有機 的に結びぬ く、有 力な手がか りで もあるが、天正年 間(1573～1591)

に一時入館 した と伝 えられる、高梨氏 との関係 、その後の小領主や館 の存続問題、 山城 との

関係の究明な ど、今 後に残 され た問題 は大 きい。
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▲ 東方か ら見た館跡(中 央 囲線内)

▲ 館 の残存土塁、右 の凹地は堀跡、右 後方の山は、城 山。
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▲ 第5ト レ ンチ

　第4ト レ ンチ

　西面 中

央部の土塁

位置の土 層

断面。

第4ト レン

チ
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